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設 問 １  小 問 １  1  

第 １  回 答 の 要 旨  2  

   ① 総 会 １ の 開 催 を や め る よ う 求 め る 手 段 は 、 明 文 の 規 定 が な3  

い 。 ② 解 釈 上 も 、 明 確 に 認 め ら れ る 手 段 は 存 し な い 、 と 回 答 す4  

る 。  5  

第 ２  回 答 の 理 由  6  

 １  本 件 臨 時 株 主 総 会 １  7  

   本 件 臨 時 株 主 総 会 １ は 、「 ６ か 月 前 」か ら 、「 ３ / 1 0 0 以 上 の 議8  

決 権 」 を 保 有 す る 株 主 乙 が 招 集 請 求 （ 2 9 7 条 １ 項 ） を し た の に9  

対 し 、 甲 が 所 定 の 期 間 に 対 応 を し な か っ た （ 2 9 7 条 ４ 項 １ 項 １1 0  

号 、 ２ 号 ） た め 、 乙 が 裁 判 所 の 許 可 を 経 て 、 招 集 す る も の で あ1 1  

る （ 2 9 7 条 ４ 項 ）。  1 2  

 ２  ① 明 文 の 規 定 が な い こ と  1 3  

   3 8 5 条 １ 項 は 、 違 法 行 為 の 差 止 請 求 権 を 規 定 す る 。 し か し 、1 4  

3 8 5 条 １ 項 の 主 語 は 、「 取 締 役 」で あ る 。本 件 で は 、招 集 を 株 主1 5  

が 行 う た め 、 3 8 5 条 １ 項 は 適 用 で き な い 。  1 6  

 ３  ② 解 釈 上 の 手 段  1 7  

設 問 １  小 問 ２  1 8  

第 １  E の 立 場 に お い て 考 え ら れ る 主 張  1 9  

 １  Ｅ は 甲 社 の「 株 主 」（ 8 3 1 条 １ 項 柱 書 ）で あ り 、決 議 の 日（ 1 02 0  

月 2 0 日 ） か ら 「 ３ か 月 以 内 」 に 、 甲 を 「 被 告 」（ 8 3 4 条 1 7 号 ）2 1  

と し て 、 決 議 取 消 訴 訟 を 提 起 す る 。  2 2  

 2 3  

コ メ ン ト の 追 加  [ 英 杉 1 ] :  主 語 は 監 査 役

で あ る 。  

コ メ ン ト の 追 加  [ 英 杉 2 ] :  こ こ か ら が 本

問 の 中 心 部 分 だ が ？ ？  
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 ２  取 消 事 由 と し て 、 ① 決 議 方 法 の 定 款 違 反 （ 8 3 1 条 １ 項 １ 号 ）1  

と し て 利 益 供 与（ 1 2 0 条 １ 項 ）、② 決 議 方 法 の 著 し い 不 公 正（ 8 3 12  

条 １ 項 １ 号 ） が あ る こ と を 主 張 す る 。  3  

第 ２  主 張 の 当 否  4  

 １  ① 利 益 供 与  5  

   利 益 供 与 の 趣 旨 は 、 会 社 財 産 の 健 全 な 運 営 、 公 正 の 確 保 に あ6  

る 。 そ こ で 、 利 益 供 与 に あ た る か 否 か は 、 ① 株 式 会 社 が 、 当 該7  

株 式 会 社 又 は そ の 子 会 社 の 計 算 に よ り 、② 株 主 又 は 適 格 旧 株 主 、8  

当 該 株 式 会 社 の 最 終 完 全 親 会 社 等 の 株 主 の ③ 権 利 の 行 使 に 関 し 、9  

④ 財 産 上 の 利 益 を 供 与 し た こ と 、 に よ り 判 断 す る 。  1 0  

   本 件 に つ い て み る と 、「 乙 」が 1 0 0 0 円 相 当 の 商 品 券 を 贈 呈 す1 1  

る と し て い る 。 乙 は あ く ま で 株 主 で あ り 、 条 文 上 、 1 2 0 条 に 該1 2  

当 し な い 。 ま た 、 1 2 0 条 の 趣 旨 か ら も 株 主 が 商 品 券 を 贈 呈 し て1 3  

も 、 会 社 財 産 の 健 全 な 運 営 、 公 正 を 害 す る と も え い な い 。  1 4  

 し た が っ て 、 利 益 供 与 に は あ た ら な い 。  1 5  

 ２  決 議 方 法 の 著 し い 不 公 正  1 6  

(１ )  し か し 、乙 の 行 為 は「 決 議 方 法 の 著 し い 不 公 正 」に あ た る 。  1 7  

 (２ )  「 特 別 の 利 害 関 係 を 有 す る 株 主 」 と は 、 問 題 と な る 議 案 の1 8  

成 立 に よ り 他 の 株 主 と 共 通 し な い 特 殊 な 利 益 を 獲 得 し 、 又 は1 9  

不 利 益 を 免 れ る 株 主 、 を い う 。  2 0  

    本 件 に つ い て み る と 、 乙 社 提 案 の 各 議 題 の 成 立 に 関 す る 議2 1  

題 で あ り 、 乙 社 の 特 殊 な 利 益 に 関 す る 議 題 と い え 、 特 別 の 利2 2  

害 関 係 を 有 す る 株 主 と い え る 。  2 3  

コ メ ン ト の 追 加  [ 英 杉 3 ] :  法 令 違 反 で

は ？  

コ メ ン ト の 追 加  [ 英 杉 4 ] :  日 本 語 は 正 確

に  

コ メ ン ト の 追 加  [ 英 杉 5 ] :  抽 象 的 で わ か

ら な い  

コ メ ン ト の 追 加  [ 英 杉 6 ] :  こ れ は 条 文 の

要 件  

コ メ ン ト の 追 加  [ 英 杉 7 ] :  本 問 に 関 係 な

い の で は ？  

コ メ ン ト の 追 加  [ 英 杉 8 ] :  な ぜ ？  

コ メ ン ト の 追 加  [ 英 杉 9 ] :  8 3 1 条 1 項 3

号 と 混 同 し て い る  



3 

 

 (３ )  「 し た こ と に よ っ て 」と は 、因 果 関 係 を 有 す る こ と を い う 。1  

ま た 。「 著 し い 不 当 」と は 、特 別 利 害 関 係 人 以 外 の 人 に 著 し い2  

不 利 益 が 生 じ る こ と を い う 。  3  

    本 件 に つ い て み る と 、 各 議 案 の 結 果 、 取 締 役 ３ 名 、 監 査 役4  

３ 名 が 解 任 さ れ て お り 、 職 を 失 う と い う 著 し い 不 利 益 を 受 け5  

て い る と い え る 。 そ し て 、 乙 は 自 社 提 案 の 議 題 に 賛 成 す る 者6  

に は 1 0 0 0 円 を 贈 呈 す る と し て い る 。 従 前 に は こ の よ う な 特7  

典 は な く 、 例 年 よ り も 行 使 さ れ た 議 決 権 の 割 合 が 高 か っ た こ8  

と か ら も 株 主 に 強 い 経 済 的 誘 惑 を な っ て い え 、 因 果 関 係 を 有9  

す る と い え る 。  1 0  

 (４ )  な お 、「 著 し く 不 公 正 な と き 」 は 、 裁 量 棄 却 ( 8 3 1 条 ２ 項 )で1 1  

き な い 。  1 2  

第 ３  結 論  1 3  

以 上 よ り 、 Ｅ の 主 張 す る 株 主 総 会 決 議 の 取 消 の 訴 え は 認 め ら1 4  

れ る 。  1 5  

設 問 ２  1 6  

第 １  丙 社 の 立 場 に お い て 考 え ら れ る 主 張  1 7  

 １  本 件 株 式 併 合 は 、 既 に 効 力 を 生 じ て い る 。 そ こ で 、 事 後 の 手1 8  

法 を 検 討 す る こ と と な る 。 株 式 併 合 に は 承 認 決 議 ( 1 8 0 条 ２ 号 、1 9  

3 0 9 条 ２ 項 ４ 号 )が 必 要 で あ る 。そ こ で 、承 認 決 議 に 無 効 又 は 取2 0  

消 事 由 が 存 す れ ば 、 株 式 併 合 も 当 然 に 無 効 に な る と 解 す る 、  2 1  

 2 2  

 2 3  

コ メ ン ト の 追 加  [ 英 杉 1 0 ] :  設 問 １ は 主

要 な 論 点 を 落 と し て い た り 、 条 文 を 誤

読 し て お り 、 ほ と ん ど 点 数 が 入 ら な い

と 思 わ れ る 。  
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第 ２  主 張 の 当 否  1  

 １  決 議 の 無 効 ( 8 3 0 条 ２ 項 )  2  

 (１ )  決 議 の 無 効 事 由 は 法 定 さ れ て い な い 。 し か し 、 決 議 が 無 効3  

と な れ ば 影 響 は 多 者 に 及 び 法 的 安 定 性 を 害 す る こ と か ら 、 重4  

大 な 定 款 又 は 法 令 違 反 に 限 定 す る べ き と 解 す る 。  5  

(２ )  株 主 平 等 原 則 ( 1 0 9 条 １ 項 )  6  

    株 式 平 等 原 則 と は 、 株 主 と し て の 資 格 に 基 づ く 法 律 関 係 に7  

つ い て 、 株 主 は 、 そ の 有 す る 株 式 の 内 容 及 び 数 に 応 じ て 、 平8  

等 の 取 り 扱 い を 受 け る と す る 原 則 を い う 。 し か し 、 ２ 号 に も9  

規 定 さ れ て い る よ う に 、 す べ て の 法 律 関 係 に つ い て 同 一 の 取1 0  

り 扱 い を 求 め て は 、 株 主 共 同 の 利 益 に 反 す る 場 合 も あ る 。 そ1 1  

こ で 、 株 主 共 同 の 利 益 に 、 必 要 で あ り 、 か つ 相 当 な 手 段 で あ1 2  

れ ば 、 株 主 平 等 原 則 に は 反 し な い と 解 す る 。  1 3  

    本 件 に つ い て み る と 、 本 件 株 式 併 合 は 、 甲 社 を 狙 い 撃 ち し1 4  

て 締 め 出 す も の で あ り 、 原 則 と し て 株 主 平 等 原 則 に 反 す る よ1 5  

う に 思 え る 。 し か し 、 本 件 株 主 併 合 は 、 丙 が 自 身 の 子 会 社 に1 6  

技 術 や ラ イ セ ン ス を 提 供 す る こ と を 求 め た こ と が 端 緒 と な っ1 7  

て い る 。 会 社 に と っ て 技 術 や ラ イ セ ン ス は 生 命 線 で あ り 、 流1 8  

出 す れ ば 企 業 価 値 を 既 存 し 、 株 主 共 同 の 利 益 を 害 す る 可 能 性1 9  

が あ っ た 。 技 術 流 出 を 阻 止 す る こ と は 株 主 共 同 の 利 益 の た め2 0  

に 必 要 で あ っ た と い え る 。 ま た 、 本 件 株 式 併 合 で は 、 端 数 株2 1  

が 生 じ る 場 合 に は 、 公 正 と 認 め ら れ る 価 格 で 買 い 取 り が な さ2 2  

れ て い た 。丙 に は 経 済 的 な 補 償 も あ り 、手 段 も 相 当 と い え る 。  2 3  

コ メ ン ト の 追 加  [ 英 杉 1 1 ] :  8 3 0 条 2 項

に 法 定 さ れ て い る の で 、 明 ら か な 誤

り 。  

コ メ ン ト の 追 加  [ 英 杉 1 2 ] :  唐 突  

コ メ ン ト の 追 加  [ 英 杉 1 3 ] :  2 号 と は ？  
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 (３ )  し た が っ て 、 決 議 は 平 等 原 則 に 反 し て お ら ず 、 無 効 事 由 と1  

は な ら な い 。  2  

 ２  決 議 の 取 消 し  3  

 (１ )  丙 は 株 主 ( 8 3 1 条 １ 項 柱 書 )で あ り 、 決 議 の 日 か ら ３ か 月 以4  

内 で あ れ ば 、 甲 を 被 告 と し て 提 起 す る こ と と な る 。  5  

 (２ )  特 別 の 利 害 関 係 を 有 す る 者 ( 8 3 1 条 １ 項 ３ 号 )  6  

    本 件 に つ い て み る と 、 丙 は 端 数 株 主 と な る が 、 A は １ 株 、7  

C も 端 数 株 主 と な る も の で あ り 、 A が 他 の 株 主 と 共 通 し な い8  

利 益 を え る と は い え な い 。  9  

 (３ )  し た が っ て 、 決 議 は 特 別 の 利 害 関 係 を 有 す る 者 に あ た ら な1 0  

い 。  1 1  

第 ３  結 論  1 2  

   以 上 よ り 、 丙 社 に よ る 、 本 件 株 式 併 合 の 効 力 を 争 う 主 張 は 認1 3  

め ら れ な い 。  1 4  

以 上  1 5  

コ メ ン ト の 追 加  [ 英 杉 1 4 ] :  唐 突  

コ メ ン ト の 追 加  [ 英 杉 1 5 ] :  ？ ？  

コ メ ン ト の 追 加  [ 英 杉 1 6 ] :  全 体 と し

て 、 条 文 の 理 解 が 明 ら か に 誤 っ て い る

点 が 複 数 あ り 、 問 題 提 起 が 適 切 に な さ

れ て お ら ず 何 に つ い て 論 じ よ う と し て

い る の か 不 明 で あ る こ と 、 規 範 定 立 も

ほ ぼ な さ れ て い な い こ と か ら 、 主 要 な

論 点 を ほ と ん ど 落 と し て い る こ と か

ら 、 点 数 は ほ と ん ど 入 ら な い と 思 わ れ

ま す 。  


